
 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 木 泰 明 読 書               A         

2 金 泰 明 読 書  タ イ ム ド ー ム 明 石 見 学 (3)  A  

3 土  P T A評 議 委 員 会  

4 日                   

5 月 講 話  囲 碁 教 室 (4)② ③           A  

委 員 会 活 動 ⑥                

6 火  ５ 時 間 授 業         B  

研究授業のため６時間授業（4-1） 

7 水  イ ン ド 大 使 館 見 学 (4)   B  

8 木  み ゆ き 通 り 清 掃       B  

健 康 優 良 努 力 児 童 表 彰 式  

9 金 泰 明 読 書  学 級 活 動 (5)⑤ ⑥      A           

10  土                 

11 日  建 国 記 念 の 日   

少 年 少 女 キ ン ボ ー ル 大 会  

12 月  振 替 休 日                 

13 火 泰明タイム・読書 囲 碁 教 室 (4)② ③      A       

学 級 活 動 (1)③ ④ 東京都展覧会始 

14 水  B   

15 木 安 全 指 導           泰 明 マ ラ ソ ン 練 習 始     A  

16 金 保 健 講 話  

(石 川 先 生 )  

地 域 巡 回 指 導              A  

          

17 土  土 曜 学 校 公 開 (３ 時 間 授 業 ) B 

は し 知 育 教 室 (1)① ②  

薬 物 乱 用 防 止 教 室 (6) 

地 域 別 児 童 会 ③  

PT Aス ポ ー ツ 大 会  

18 日   東 京 都 展 覧 会 終  

19 月 講 話  ク ラ ブ 活 動 ⑥        A  

20 火 泰 明 読 書                     A  

21 水                           B  

22 木 泰 明 読 書  学 級 活 動 (3)③ ④       A  

23 金 泰 明 読 書  保 護 者 会 ５ 時 間 授 業 (6)    A  

1年 と 幼 稚 園 の 交 流 給 食  

24 土   

25 日                  

26 月 講 話  委 員 会 活 動 ⑥        A  

27 火 音 楽 朝 会               A  

28 水  同 窓 会 の 話 (6)①       B  

    

耐雪梅花麗（ゆきにたえて ばいかうるわし） 

副校長 山本 有子 

            

 

Taimei ・平成 ３０・２  

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

（ ） は 学 年 、 ○ は 実 施 す る 授 業 時 間 で す 。  校長相談日２月１４日（火）  

９：００～１４：００  

中央区立泰明小学校 第３２９号 
中央区銀座五丁目１－１３ 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２  

「 雪 に 耐え て 梅花 麗し 」 … 昔か ら 好き な
言 葉 で す。 今 年の ＮＨ Ｋ 大 河ド ラ マ主 人公
「 西 郷 隆盛 」 の言 葉で す が 、 「 苦 しま ずし
て 栄 光 なし 」 とい う意 味 の 言葉 を 、冷 たい
雪 に 堪 え忍 び 、春 に芳 香 放 ち咲 き ほこ ろぶ
梅 花 の 様に 喩 えた のは 、 な んと も 美し く風
流 だ な ぁと 思 いま す。  

こ の 言 葉と 共 に、 ２月 に な ると い つも 思
い 出 す 風景 が あり ます 。 私 の前 任 校は 、大
学 や 高 校が 近 隣に 多い 駅 前 にあ り 、丁 度今
頃 に な ると 、 受験 生で ご っ た返 し ます 。冷
た い 空 気の 中 、白 い息 を 吐 きな が ら、 緊張
し た 面 持ち で 、試 験会 場 に 向か う 学生 達の
顔 ・ 顔 ・顔 … その ピン と 張 り詰 め た表 情と
空 気 に 、私 も 毎年 のよ う に 思わ ず 胸が 熱く
な る 、 そん な 通勤 途中 で の こと で す。   
「 先 生 ？山 本 先生 です よ ね ？」 突 然、 背後
か ら 声 をか け られ たの で す 。見 る と、 背の
高 い 立 派な 青 年で すが 、 そ の面 影 です ぐに
分 か り まし た 。ま ん丸 顔 に いた ず らっ 子の
目 を し たＡ 君 、昔 卒業 さ せ た男 の 子で し
た 。 当 時、 学 ぶこ とは 好 き でも 勉 強は まる
で 得 意 でな く 、よ くい ら ぬ こと を して 叱ら
れ た 子 でし た が、 自分 よ り も人 を 大切 にす
る 優 し い素 直 な子 でし た 。 早く に お父 さん
を 亡 く し、 お 母さ んが 苦 労 して 育 てた そん
な 背 景 をも つ 子で す。  

聞 く と 、こ れ から 正に 受 験 会場 に 向か お
う と い うと こ ろ。 「わ あ 、 俺、 緊 張し て た
け ど 、 先生 に 会え て 、 な ん かい い こと あり
そ う な 気が し て来 た！ 行 っ てき ま す！ 」…
勝 手 に ラッ キ ーア イテ ム の よう に され た私
は 、 逆 に変 な 重圧 を覚 え つ つも 、 「や って
き た こ とを 出 し切 って お い で！ 」 と背 中を
叩 い て 見送 り まし た。  

そ し て 、後 日 、 Ａ 君は 、 誇 らし げ に見 事
「 合 格 通知 」 をも って 、 挨 拶に 来 てく れま
し た 。 昔の こ とと 共に 、 卒 業し て から 彼の
歩 ん で きた 険 しい 努力 の 道 を思 い 、涙 が止
ま ら な かっ た こと を思 い 出 しま す 。今 は、
カ ナ ダ はオ タ ワに て、 更 に 勉学 の 道を 突き
進 ん で いる 、 と今 年も 年 賀 状を い ただ きま
し た 。  

泰 明 で も、 卒 業し た子 ど も たち が 、夢 を
叶 え て 報告 に 来て くれ ま す 。ど の 子も それ
ぞ れ に 努力 を 重ね 、苦 し み なが ら もあ きら
め ず 夢 をつ か んだ 誇ら し い 顔で 、 正に 梅花
の ご と く輝 い てま す。 合 格 はゴ ー ルで はな
く 、 自 分の 歩 む道 の一 過 程 だ、 と いう こと
も そ の 子た ち には 伝え て い ます が 、ひ とつ
ひ と つ 確実 に 乗り 越え 未 来 へ進 ん でい く子
ど も た ちに 、 エー ルを 送 り ます 。  

温 か い 春は ま もな くで す よ 、と 。  

２月のカレンダー   こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す  

で す 。  

校 長 相 談 日  ２ 月 １ ６ 日 （ 金 ）  

    ９ ： ０ ０ ～ １ ４ ： ０ ０  



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ し た へ ダ ッ シ ュ ！  

     第 ２ 学 年 主 任  別 府  陽 子  

２ 年 生 の 生活 科 では、 「 あ した へ ダッ シ

ュ ！ 」 と題 し 、 子 ども た ち がこ れ まで の 自

分 を 振 り返 り 、今 の自 分 を 見つ め 、自 分の

将 来 に つい て 考え てい く 学 習 を す すめ てい

ま す 。  

学 習 の 始め に 、今 まで の 自 分を 振 り返 る

き っ か けと し て、 小さ い 頃 の思 い 出の 品 を

紹 介 し 合い ま した 。生 ま れ た 時 の 写真 を見

て 「 か わい い ！」 「今 と 顔 が同 じ だね 。」

な ど 、 赤ち ゃ んだ った 頃 を 目に し たり 、小

さ い 頃 に着 て いた 洋服 を 見 て、 「 こん なに

小 さ か った ん だ。 」と 成 長 を感 じ たり する

こ と が でき ま した 。  

今 後 の 学習 で は、 お家 の 方 へイ ン タビ ュ

ー を し 、生 ま れて から ２ 年 生に な るま での

自 分 に つい て より 詳し く 調 べて い きま す 。

日 々 、 見守 っ てく れて い る 家族 の おか げで

今 の 自 分が あ る、 とい う 気 持ち に も触 れ さ

せ て い きた い と思 って い ま す。  

 
 昔 の 道 具 を 使 っ て み よ う  

                         第 ３ 学 年 担 任  遠 藤 久 美 子  

３ 年 生 は社 会 科と 総合 的 な 学習 の 時間 に 、 昔 の くら し や道 具に つ い て学 習 をし てい ま

す 。  

 「 き なこ を 作っ たこ と が ある 人 はい ます か 。 」と 聞 いて みる と 、 きょ と んと した 子 ど

も た ち 。「 き なこ はス ー パ ーで 買 うも のじ ゃ な いん で すか 。」 と 尋 ねて き まし た。 現 代

社 会 は とて も 便利 でた く さ んの も のが 既製 品 と して 購 入す るこ と が でき ま す。 私自 身 、

き な こ を大 豆 から 作る の は 初め て で、 子ど も と 一緒 に 作っ てみ る と とて も 大変 。大 豆 を

つ ぶ す のに 力 はい るし 、 す り鉢 と すり こぎ 棒 を 使っ て 大豆 をす る と 時間 は かか るし 、 売

っ て い るよ う な細 かい 粉 に する に は 、 驚く ほ ど 手間 が かか るこ と が 分か り ます 。「 疲 れ

た 。 」 「大 変 。」 など と 言 いな が らも 、や っ ぱ り 自 分 で作 った 手 作 りの き なこ の味 は 格

別 で 「 おい し い。 」と 大 喜 びで し た。  

 ほ か にも 七 輪で 餅を 焼 く 体験 な ども 行い 、 現 代社 会 の便 利さ と 、 手間 隙 をか け自 分 で

作 る こ との 良 さの 両方 を 体 験し 、 子ど もた ち は また ひ とつ 学び 、 成 長の 糧 にし まし た 。  

 

地 域 別 児 童 会  

      生 活 指 導 部  大 庭  正 泰  

銀 座 か らは も とよ り、 区 内 の様 々 な場 所

か ら 児 童が 集 まる 泰明 小 学 校は 、 子ど もた

ち が バ スや 電 車、 地下 鉄 な どを 利 用し 、様

々 な ル ート を 通っ て集 い 、 成り 立 って いる

学 校 で す。 子 ども たち は 、 その 通 学ル ート

ご と に 、地 域 別児 童会 を 開 き、 望 まし い登

下 校 の あり 方 につ いて 意 識 でき る よう に話

し 合 い 、改 善 の方 法に つ い て意 見 を出 し合

っ て い ます 。  

会 を 開 く日 は 、教 職員 に よ る地 域 巡回 指

導 、 Ｐ ＴＡ に よる バス 乗 車 当番 パ トロ ール

も 併 せ て行 わ れま すが 、 何 より 大 切な のは

高 学 年 の児 童 が、 班の 全 員 が安 全 にマ ナー

よ く 下 校で き るよ うに 、 今 まで 身 に付 けて

き た こ とを 下 級生 に伝 え て いく こ とで す。

最 上 級 生の ６ 年生 と過 ご す 時間 も あと わず

か 、 守 られ る べき マナ ー が しっ か りと 下級

生 に 引 き継 が れ実 践で き る よう に 、地 域別

児 童 会 を組 織 して いき ま す 。  

 

そ の 時 ど う 動 く  

生 活 指 導 部  熊 坂 佳 太 朗  

 避 難 訓練 で は、 火災 や 地 震、 津 波や 不審 者 侵 入な ど が発 生し た 際 に、 児 童が 適切 に 行

動 で き るよ う に指 導を 行 っ てい ま す。 いつ ど こ で起 き るか わか ら な いか ら こそ 児童 一 人

一 人 が 「そ の 時  どう 動 く か」 が とて も重 要 に なり ま す。 避難 訓 練 は毎 月 １回 行わ れ 、

４ 月 か らは 上 記の よう な 様 々な パ ター ンで の 訓 練を 行 って きま し た 。３ 学 期か らは 予 告

な し で 実施 を して いま す 。 先月 ２ ６日 （金 ） に は地 震 発生 の訓 練 を 行い 、 基本 的な 動 作

の 確 認 をし ま した 。今 年 度 残り の ２回 で、 今 ま で身 に 付け てき た 判 断・ 行 動を 実際 の 訓

練 で 磨 き、 い ざ と いう 時 に 発揮 し て児 童の 命 を 守れ る よう 、教 職 員 全員 で 指導 して い き

ま す 。  


